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参
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山

田

司

は

じ

め

に

『延
喜
式
』
巻
四
伊
勢
大
神
宮
に

「
凡
王
臣
以
下
、
不
レ
得
三
鞭
供
二
大
神
宮
幣
畠

Ｌ

ｉ
釜
一后
皇
太
子
若
有
レ
応
レ
供
者
、
臨
時
奏
聞
」
と

あ
る
よ
う
に
、
古
代
よ
り
伊
勢
神
宮
は
私
幣
禁
断
の
制
に
よ

っ
て
、
天
皇
以
外
の
者
が
私
に
幣
畠
を
さ
さ
げ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、

一
般
庶
民
は
も
と
よ
り
貴
族
で
さ
え
私
的
に
参
詣
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ま
た
、
天
皇
自
ら
も
神
宮
に
赴
く
こ
と
は
な
く
、
天
皇
の
名
代

と
し
て
、
国
家
的
祭
祀
の
た
め
に
貴
族
が
参
詣
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
『太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
よ
る
と
、
宝
亀
十
年

（七
七
九
）
八
月
五
日
に
、
太
神
宮
の
正
殿

・
東
西
宝
殿
お
よ
び
外
院
殿
舎
な

ど
が
す
べ
て
焼
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
原
因
は

「宮
司
広
成
為
レ
成
二
私
祈
祷
一参
二
拝
神
宮
ヽ

及
二
千
亥
刻
一退
出
之
間
、

其
矩
自
然
落
散
出
来
火
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宮
司
広
成
が

「私
祈
祷
」
の
た
め
に
神
宮
に
参
拝
し
、
退
出
す
る
と
火
が
自
然
と
落
ち
て
出

火
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
神
の
崇
り
を
感
じ
さ
せ
、
お
そ
ら
く
は
私
祈
祷
を
行

っ
た
こ
と
に
よ
る
祟
り
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

表
向
き
は
私
幣
禁
断
で
あ

つ
て
も
内
実
は
私
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
『皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
供
奉
幣
畠
本
記
事
に

「禁
断
幣
畠
、
王
臣
家
井
庶
民
之
不
レ
令
レ
進
二
幣
畠

Ｌ

重
禁
断
」
と
あ
る
よ
う
に
、
重
ね
て
禁
断
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
私
幣
禁
断
は
守
ら

れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
え
る
。

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）

雄
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可

皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
輯

（平
成
十
六
年
三
月
）

平
安
中
期
以
降
に
な
る
と
、
律
令
国
家
体
制
の
変
動
に
よ
り
、
神
宮
の
経
済
的
基
盤
も
揺
ら
ぐ
よ
う
に
な
り
、
貴
族
や
地
方
有
力
者
に
よ

る
祈
祷
依
頼
や
所
領
の
寄
進
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば

『太
神
宮
諸
雑
事
記
』
安
和
二
年

（九
六
九
）
に
は
、

「伊
勢
太
神
宮
司
等
、
最
是
自
レ
非
二
公
家
御
祈
祷
一之
外
、
報
不
レ
可
レ
致
二
臣
下
之
祈
祷
一実
、
而
如
レ
聞
者
、
彼
宮
司
仲
理
与
二
党
謀
反
ヽ

已

致
二
不
善
之
祈

一也
」

の
よ
う
に
、
安
和
の
変
で
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
る
源
高
明
の
謀
反
成
就
の
た
め
の

「
不
善
」

の

「臣
下
之
祈

祷
」
を
宮
司
仲
理
が
行

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
『台
記
』
久
安
四
年

（
一
一
四
八
）
七
月
十
七
日
条
に
は
藤
原
頼
長
が
そ
の
養
女
多
子
の
入
内
を
祈

っ
て
太
神
宮
に
宝
物
を
送
る

に
際
し
て

「是
密
々
事
也
」
と
い
っ
て
お
り
、
私
幣
は
内
密
に
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
Ю

長
寛
二
年

（
一
一
六
四
）
四
月
二
十
四
日
の
助
教
清
原
頼
業
勘
文
に
も
、

天
照
太
神
者
、
諸
神
之
最
貴
、
伊
勢
両
宮
更
元
二
抗
礼
ヽ

天
無
■

一日
一地
無
■

一王
一之
義
也
、
加
之
神
宮
者
禁
二
断
私
幣
ヽ

己
夕
憚
仏

事
ヽ
熊
野
者
不
レ嫌
二民
庶
」
容
二受
絡
徒
ヽ
其
風
乖
違
、

と
あ
る
よ
う
に
、　
一
般
に
は
私
幣
禁
断
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
次
第
に
私
幣
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
を
単
に
経
済
的
問
題
に
帰
着
さ
せ
る
の
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
私
幣
禁
断
自
体
が
厳
密
に
は
守
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
の

で
あ
る
。

院
政
期
に
な
る
と
、
私
的
な
祈
祷
が
た
び
た
び
行
わ
れ
、
禰
宜

・
権
禰
宜
が
御
祈
祷
師
＝
御
師
と
な

っ
て
神
と
人
と
の
仲
介
を
勤
め
る
こ

と
に
な

っ
た
。
御
師
の
制
度
は
熊
野
の
例
が
早
く
、
す
で
に
平
安
後
期
に
は
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
神
宮
の
御
師
の
場
合
も
そ

れ
に
影
響
さ
れ
成
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
源
頼
朝
が
祈
願
の
た
め
に
所
領
を
寄
進
し
た
り
、
義
経
追
討
の
た

め
の
祈
祷
を
依
頼
す
る
な
ど
、
武
士
と
神
宮
と
の
関
わ
り
が
密
接
に
な

っ
て
い
っ
た
。

室
町
時
代
に
な
り
、
足
利
義
満
を
は
じ
め
と
す
る
足
利
将
軍
家
、
さ
ら
に
は
有
力
守
護
大
名
の
参
宮
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
神
宮

で
は
そ
れ
に
対
応
し
て
、
祭
主
、
禰
宜
、
権
禰
宜
、
地
下
人
な
ど
が
競

っ
て
彼
ら
の
御
師
と
な
り
、
経
済
的
基
盤
を
築
い
て
い
っ
た
。
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こ
う
し
て
私
幣
禁
断
の
制
は
な
し
崩
し
的
に
有
名
無
実
と
な
り
、
貴
族
や
武
士
た
ち
が
願
文
を
捧
げ
る
こ
と
が
増
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

将
軍
の
伊
勢
参
宮
は

「私
的
」
な
面
よ
り
も
む
し
ろ
国
家
統
治
上
重
要
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
行
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
国
家
の
宗
廟
に
参
詣

し
て
祈
願
を
行
う
こ
と
は
、
日
本
の
統
治
権
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
と
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
将
軍
が
伊
勢
参

宮
の
前
に
し
ば
し
ば
石
清
水
八
幡
宮
に
参
詣
し
て
い
る
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
宗
廟
に
対
す
る
祈
願
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ｚｅ
。以

下
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
問
題
を
解
明
す
る
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
足
利
将
軍
参
宮
の
具
体
的
様
相
に
つ
い
て
、
足
利
義
持
の

場
合
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、
足
利
将
軍
の
参
宮

足
利
将
軍
の
参
宮
は
、
三
代
将
軍
足
利
義
満
の
明
徳
四
年

（
一
三
九
三
）
九
月
を
嗜
矢
と
す
る
。
そ
の
前
の
初
代
将
軍
足
利
尊
氏
は
参
宮

し
て
い
な
い
が
、
『賢
俊
僧
正
日
記
』
貞
和
二
年

（
一
三
四
六
）
十
月
に
、
尊
氏
の
命
を
受
け
て
醍
醐
寺
座
主
三
宝
院
賢
俊
が
神
宮
に
詣
で

た
と
き
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
か
ら
は
、
両
宮
に
対
し
て
将
軍
よ
り
神
馬
と
大
刀
が
奉
納
さ
れ
、
法
楽
を
催
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
尊
氏
は
国
家
を
統
治
す
る
将
軍
と
し
て
、
宗
廟
で
あ
る
伊
勢
神
宮
に
対
し
て
、
格
別
な
意
識
を
持

っ
て
い
た
。
尊
氏
自
身
が
参

宮
を
企
て
て
い
た
か
ど
う
か
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ま
だ
南
北
朝
の
動
乱
期
に
あ
り
、
伊
勢
ま
で
渡
御
し
よ
う
と
し
て
も
ほ
と

ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
。

義
満
は
将
軍
在
任
期
間
中
の
応
安
元
年

（
一
三
六
八
）
か
ら
応
永
元
年

（
一
三
九
四
）
に
か
け
て
は
明
徳
四
年
の

一
回
し
か
参
宮
し
て
い

な
い
が
、
将
軍
を
退
い
て
後
、
亡
く
な
る
応
永
十
五
年

（
一
四
〇
八
）
ま
で
は
十

一
回
参
宮
し
て
い
る
。
義
満
は
、
明
徳
三
年
間
十
月
に
南

北
朝
合
体
に
成
功
し
、
公
武
の
上
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
威
勢
を
誇
示
し
て
公
卿

・
殿
上
人
を
は
じ
め
、
大
名

・
武
家
衆
の
す
べ

て
を
率
い
て
参
宮
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
輯

（平
成
十
六
年
三
月
）

義
満
は
明
徳
元
年
に
は
、
以
下
の
願
文
を
神
宮
に
奉

っ
て
お
り
、
す
で
に
明
徳
元
年
に
は
参
宮
の
意
図
を
示
し
て
い
た
が
、
明
徳
の
乱
や

南
北
朝
講
和
の
問
題
な
ど
を
抱
え
て
い
た
た
ハ
　
　
　
　
　
　
（ι

）実
現
し
な
か

っ
た
。

立
申
　
皇
太
神
宮
所
願
事

一
、
四
度
官
幣
　
不
レ
可
レ
有
二
憚
怠
一事
、

一
、
造
役
夫
工
　
厳
密
可
レ
加
二
下
知
一事
、

一
、
明
年
中
可
レ
遂
二参
宮
一事
、

右
、
為
二
天
下
太
平
、
武
運
長
久
、
子
孫
繁
昌
、
心
中
所
願
成
就
「
以
二
代
官
耗
が
一開
白
如
レ
件
、

明
徳
元
年
十
二
月
二
十
五
日
准
三
后
洒
　
　
　
（壺

い朝
臣
義
―

豊
受
太
神
宮
同
前

二
候

（下
略
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
来
は
朝
廷
の
職
能
で
あ
る
役
夫
工
米
の
賦
課
権
や
四
度
の
奉
幣
使
派
遣
が
義
満
に
よ

つ
て
約
束
さ
れ
て
い
る
。
義
満
は

天
皇
の
権
限
を
自
ら
が
握
り
、
神
宮
に
帰
依
し
た
の
で
あ

っ
た
。

義
満
は
神
祇

・
神
道
に
対
し
て
消
極
的

・
不
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（３

国定
的
で
、
軽
視
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
願
文
か
ら
す
る
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と

は
言
え
な
い
。
石
清
水
八
幡
宮

・
祇
園
社
な
ど
に
対
し
て
の
天
下
静
誰

・
凶
徒
退
治
の
祈
祷
命
令
は
義
満
の
名
で
数
多
く
出
さ
れ
て
い
る
し
、

鎌
倉
幕
府
以
来
の
歴
代
将
軍
で
初
め
て
伊
勢
参
宮
を
行

っ
た
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
願
文
の
文
言
に
見
ら
れ
る

「心
中
所
願
成
就
」

が
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
今
谷
氏
の
主
張
す
る

「王
権
寡
奪
計
画
」
と
大
き
く
関
係
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

表
向
き
は
私
幣
禁
断
で
あ
り
、
天
皇
か
ら
の
奉
幣
の
み
許
さ
れ
て
い
た
伊
勢
神
宮
に
征
夷
大
将
軍
で
あ
る
自
ら
が
赴
き
奉
幣
す
る
こ
と
は
、

天
皇
の
祭
祀
権
を
も
奪

っ
て
手
中
に
収
め
る
と
い
う
意
味
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ま
た
別
稿
で
考
え
て
み

た
い
。
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二
、
義
持
参
宮
の
特
徴

義
満
の
跡
を
つ
い
だ
第
四
代
将
軍
足
利
義
持
は
、
応
永
元
年

（
一
三
九
四
）
か
ら
義
量
に
将
軍
を
譲
る
応
永
三
十
年

（
一
四
二
三
）
三
月

ま
で
将
軍
の
地
位
に
あ
る
間
に
十
三
回
、
将
軍
を
辞
し
た
後
も
七
回
、
都
合
二
十
回
参
宮
し
て
お
り
、
歴
代
の
足
利
将
軍
の
中
で
最
も
多
く

参
宮
し
て
い
る
。
応
永
十
六
年
六
月
を
は
じ
め
と
し
て
、
応
永
二
十
八
年
に
は
二
月

・
三
月

・
九
月

ｏ
十

一
月
と
年
に
四
回
も
参
宮
し
て
お

り
、
そ
の
規
模
も
大
き
か
っ
た
。

参
宮
の
年
月
は
管
見
の
限
り
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

応
永
十
六
年
六
月
、
応
永
十
九
年
九
月
、
応
永
二
十

一
年
九
月
、
応
永
二
十
四
年
三
月
、
応
永
二
十
四
年
九
月
、
応
永
二
十
五
年
八
月
、

応
永
二
十
五
年
九
月
、
応
永
二
十
六
年
九
月
、
応
永
二
十
八
年
二
月
、
応
永
二
十
八
年
三
月
、
応
永
二
十
八
年
九
月
、
応
永
二
十
八
年

十

一
月
、
応
永
二
十
九
年
九
月
、
応
永
三
十
年
三
月
、
応
永
三
十
年
十

一
月
、
応
永
三
十

一
年
三
月
、
応
永
三
十

一
年
十
二
月
、
応
永

三
十
三
年
三
月
、
応
永
三
十
三
年
九
月
、
応
永
三
十
四
年
九
月

義
持
は
応
永
元
年
に
将
軍
と
な
る
が
、
そ
の
と
き
わ
ず
か
九
歳
で
あ
り
、
将
軍
就
任
か
ら
し
ば
ら
く
は
参
宮
し
て
い
な
い
。
義
持
の
治
世

期
は
比
較
的
平
穏
な
政
治
状
況
に
あ
り
、
こ
の

「平
和
」
は
義
持
自
身
の
と
っ
た
政
治
姿
勢
と
無
関
係
で
な
く
、
そ
の
政
治
姿
勢
の
一
端
を

支
え
て
い
た
の
が
神
仏
へ
の
依
存
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
義
持
は
、
伊
勢
神
宮

・
石
清
水
八
幡
宮

・
北
野
社

・
相
国
寺

・
等
持
寺

・
三

宝
院

・
鹿
苑
院

・
等
持
院

・
因
幡
堂
な
ど
に
渡
御
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
尊
氏
以
来
関
係
の
深
い
北
野
社
に
は
二

・
五

・
六
月
に
参
籠

す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
定
例
化
し
て
お
り
、
他
の
寺
社
と
比
べ
と
り
わ
け
抜
き
ん
で
て
い
る
。

義
持
の
参
宮
に
関
し
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
記
録
と
し
て
、
花
山
院
長
親
が
応
永
二
十
五
年

（
一
四

一
八
）
九
月
、
足
利
義
持
に
従
い
伊
勢

神
宮
に
参
詣
し
、
翌
二
十
六
年
春
義
持
の
命
に
よ
り

一
書
に
ま
と
め
義
持
に
捧
げ
た

『耕
雲
紀
行
』
や
、
応
永
三
十
年
三
月
の
義
持
と
御
台

栄
子
の
参
宮
に
と
も
な
っ
た
広
橋
兼
宣
に
よ
る

『義
持
公
参
宮
記
』
、
翌
三
十

一
年
の
飛
鳥
井
雅
縁
に
よ
る

『室
町
殿
伊
勢
参
宮
記
』
が
残

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
輯

（平
成
十
六
年
三
月
）

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら
、
義
持
の
伊
勢
参
宮
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

将
軍
の
伊
勢
参
宮
に
お
い
て
、
義
持
の
代
に
新
し
く
は
じ
ま

っ
た
の
は
、
病
気
平
癒
の
祈
願
の
代
参
お
よ
び
そ
の
報
賽
の
た
め
の
参
宮
と
、

夫
人
同
伴
の
参
宮
で
あ

っ
た
。
応
永
二
十
七
年
九
月
に
義
持
が
病
気
と
な

っ
た
と
き
に
は
、
諸
社
に
対
し
て
祈
祷
命
令
が
出
さ
れ
る
が
、
神

宮

へ
は
御
祈
祷
の
た
め
近
習
三
十
三
人
が
遣
わ
さ
れ
た
。
そ
し
て
病
気
が
治
る
と
二
十
余
社
に
馬
が
寄
進
さ
れ
、
神
宮

へ
は
本
復
の
願
を
果

た
す
た
め
自
ら
参
詣
し
よ
う
と
す
る
が
、
寒
中
で
あ

っ
た
た
め
大
名
が
と
ど
め
、
来
春
参
宮
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
か
わ
り
と
し
て
御
台

栄
子
が
代
参
を
遂
げ
た
。
そ
の
後
、
応
永
二
十
九
年
八
月
、
応
永
三
十

一
年
三
月
な
ど
、
御
台
の
参
宮
が
見
ら
れ
る
。

『看
聞
日
記
』
応
永
二
十
九
年
九
月
十
八
日
条
で
は
、
称
光
天
皇
が
不
予
の
た
め
、
後
小
松
上
皇
の
代
官
と
し
て
義
持
が
参
宮
し
て
い
る
。

天
皇
の
病
気
平
癒
を
願
う
た
め
将
軍
が
参
宮
す
る
と
い
う
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
年
三
月
に
は
義
持
が
栄
子
と
と
も
に
参
宮
し

て
い
る
。

義
満
の
こ
ろ
の
参
宮
は
、
国
家
統
治
と
い
う
政
治
的
意
味
を
多
分
に
持

っ
て
い
た
が
、
義
持
の
こ
ろ
に
は
そ
れ
が
薄
れ
、
個
人
的
祈
願
の

た
め
に
参
宮
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
参
宮
の
意
味
づ
け
が
変
わ

っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
義
持
が
神
仏
に
対
し
て
の
造
詣
が
深
か

っ
た
こ

と
が
こ
う
し
た
変
化
を
促
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
年
に
数
回
も
参
宮
す
る
こ
と
が
神
宮

へ
の
信
仰
の
深
さ
を
表
し
て
い
る
。

三
、
参
宮
の
実
際
―
京
か
ら
伊
勢
国

ヘ

参
宮
の
際
は
ど
の
よ
う
な
準
備
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『義
持
公
参
宮
記
』
に
そ
の
点
が
詳
し
い
。
参
宮
の
日
程
が
決
ま
る
と
、
御

伴
す
る
公
卿
や
用
意
す
べ
き
物
品
調
達
担
当
奉
行
に
対
し
て
伝
奏
か
ら
奉
書
が
出
さ
れ
る
。
例
え
ば

『義
持
公
参
宮
記
』
に
は
以
下
の
よ
う

な
奉
書
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

末
廿
七
八
両
日
有
レ御
二参
太
神
宮
Ｌ
可
下令
二参
仕
一給
上由
、
内
々
被
二仰
下
一候
也
、
恐
々
謹
言
、

三
月

ヽ
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
宣
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右
大
弁
宰
相
殿

ま
た
、
足
利
将
軍
参
宮
の
主
要
な
経
済
的
支
柱
を
な
し
た
も
の
と
し
て
、
沿
道
の
守
護

・
荘
園
等
の
接
待
が
あ
り
、
将
軍
の
政
治
的
権
力

の
低
下
と
そ
れ
に
と
も
な
う
守
護
の
勢
力
上
昇

・
沿
道
農
民
の
成
長
に
よ
る
抵
抗
と
が
沿
道
の
便
宜
を
減
少
さ
せ
、
義
政
以
降
将
軍
参
宮
が

少
な
く
な
り
、
最
終
的
に
は
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

将
軍
が
御
所
を
出
立
す
る
際
に
は
、
御
所
に

「御
神
事
札
」
が
立
て
ら
れ
た
。
出
立
の
前
に
は
精
進
屋
に
入
り
潔
斎
を
行

っ
た
。
こ
れ
は

平
安
時
代
以
来
、
上
皇
や
貴
族
が
金
峯
山
に
詣
で
た
り
、
熊
野
詣
を
行
う
際
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
室
町
将
軍
の
参
宮
の
場
合
は
、
簡
略
化

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
道
中
に
お
い
て
は
毎
朝
行
水
し
、
身
を
清
め
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
も
熊
野
詣
な
ど
と
共
通
し
て
い
る
。

『満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
十
年

（
一
四
二
三
）
三
月
二
十
三
日
条
に
、
「来
廿
七
日
御
参
宮
必
定
也
、
傷
御
旅
中
間
御
祈
事
、
聖
護
院

井
護
持
僧
中
各
有
二存
知
Ｌ
日以
一一書
状
一触
遣
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
将
軍
の
護
持
僧
は
、
参
宮
の
間
の
安
全
を
祈
っ
て
祈
祷
を
行
っ
た
。

満
済
は
将
軍
の
た
め
に
は
不
動
不
断
護
摩
を
、
御
台
の
た
め
に
は
愛
染
供
を
執
り
行

っ
て
い
る
。
将
軍
が
還
御
し
た
際
に
は
、
祈
祷
し
た
旨

の
巻
数
が
進
上
さ
れ
た
。

将
軍
の
参
宮
が
決
定
す
る
と
、
神
宮
側
も
そ
れ
に
対
し
て
入
念
な
準
備
が
必
要
と
な

っ
た
。
文
正
元
年

（
一
四
六
六
）
三
月
二
十
日
義
政

夫
妻
が
参
宮
を
行
う
が
、
『氏
経
卿
引
付
』
内
宮

一
禰
宜
荒
本
田
氏
経
書
状
は
、
大
松
が
転
倒
し
た
こ
と
に
よ
り
第
四
御
門
の
障
泥
板
が
壊

れ
て
し
ま

つ
た
た
め
、
将
軍
が
御
覧
に
な

っ
た
場
合
よ
ろ
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
割
れ
た
と
こ
ろ
を
合
わ
せ
て
鎗
を
ひ
と
つ
打

っ

て
直
し
て
お
く
よ
う
に
と
内
宮

一
禰
宜
か
ら
大
宮
司
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。

一
、
宮
中
大
松
顛
倒
之
時
、
打
二
破
第
四
御
門
障
泥
板

一候
、
傷
以
二
借
殿
次

ヽ

可
レ
被
二
取
替
一之
由
注
進
了
、
雖
レ
然
、
御
参
宮
之
時
、

公
方
様
御
覧
不
レ
可
レ
然
候
、
先
推
云
口破
目
ヽ

鎗

一
被
レ
打
候
者
、
可
レ
然
候
、
早
々
可
レ
被
二
仰
付
一候
哉
、
恐
々
謹
言
、

壬
二
月
十

一
日
　
　
　
　
内
宮

一
禰
宜
判

謹
上
　
大
宮
司
殿
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
氏
経

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
輯

（平
成
十
六
年
三
月
）

ま
た
、
造
替
遷
宮
の
と
き
に
、
瑞
垣
内
に
自
石
を
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
将
軍
参
宮
の
前
に

し
っ
か
り
整
え
て
お
く
よ
う
、
大
宮
司
宛
の
内
宮

一
禰
宜
荒
本
田
氏
経
書
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

一
、
造
替
遷
宮
毎
度
、
被
レ
置
二
白
石
於
瑞
籠
之
内
一条
、
先
規
候
、
今
度
未
レ
及
二
御
沙
汰
一候
、
殊
今
公
方
様
御
参
宮
之
前
、
厳
密
御

沙
汰
候
者
可
レ
然
候
、
恐
々
謹
言
、

三
月
八
日
　
　
　
　
　
　
内
宮

一
禰
宜
判

謹
上
　
大
宮
司
殿
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
氏
経

内
宮
の
式
年
遷
宮
は
寛
正
三
年

（
一
四
六
二
）
十
二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
が
、
三
年
以
上
た
っ
て
も
ま
だ
御
白
石
敷
き
が
行
わ
れ
な

い
な
ど
、
十
五
世
紀
後
半
に
は
神
宮
の
祭
式
は
退
転
し
、
次
の
内
宮
正
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
は
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
十
月
で
あ
っ
た
。

将
軍
が
参
宮
す
る
場
合
は
板
輿
に
乗
っ
て
出
行
し
た
。
板
輿
は
屋
形
と
左
右
両
側
を
自
木
板
で
張
り
、
前
ま
た
は
前
後
に
簾
を
か
け
た
軽

便
な
輿
で
、
上
皇

・
公
卿

・
僧
侶
の
遠
行
用
に
用
い
ら
れ
た
。
嘉
吉
元
年

（
一
四
四

一
）
三
月
に
義
教
が
参
宮
し
た
際
に
は
、
輿
の
四
方
に

簾
を
掛
け
た
四
方
輿
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
興
は
最
上
の
も
の
が
四
方
興
で
あ
っ
た
。
将
軍
出
行
の
際
は
、
牛
車
ま
た
は
輿
に
よ
つ
た
が
、

遠
方
の
際
は
輿
が
用
い
ら
れ
、
参
宮
の
際
は
す
べ
て
輿
が
用
い
ら
れ
た
。

同
行
し
た
の
は
、
公
卿
、
殿
上
人
、
騎
馬
輩
、
中
間
男
、
舎
人
、
馬
副
、
唐
笠
持
、
輿
昇
、
人
夫
、
荷
物
持
な
ど
、
計
百
人
余
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
と
き
は
祭
主
大
中
臣
通
直
も
と
も
に
参
宮
し
た
。

以
下
、
義
持
参
宮
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
『耕
雲
紀
行
』
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
『耕
雲
紀
行
』
を
著
し
た
花
山
院
長
親
は
、
内
大
臣

定
賢
の
長
子
で
、
後
村
上

・
後
亀
山
天
皇
に
奉
仕
し
、
『新
葉
集
』
を
撰
定
後
は
諸
国
を
流
浪
し
、
両
統
合
体
後
に
出
家
し
て
洛
北
妙
光
寺

に
入
り
、
応
永
二
年

（
一
三
九
五
）
に
花
山
院
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
東
山
の
如
住
院
に
移

っ
た
。
そ
の
後
耕
雲
庵
を
構
え
、
そ
の
庵
号
に
よ

り

「耕
雲
山
人
」
と
も
称
し
た
。
応
永
年
間
、
将
軍
足
利
義
満
の
知
遇
を
得
、
歌
道
師
範
と
し
て
信
任
さ
れ
、
正
長
二
年

（
一
四
二
九
）
に

亡
く
な
っ
て
い
る
。
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長
親
は
今
回
三
度
目
の
参
宮
で
、
七
十
歳
を
過
ぎ
て
脚
気
に
よ
り
起
居
も
叶
わ
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
が
、
湯
治
に
よ
り
癒
し
て
何
と

か
参
宮
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
「神
慮
も
い
ま
だ
捨
て
給
は
ざ
り
け
り
と
頼
も
し
」
と
記
し
て
い
る
。

応
永
二
十
五
年
八
月
の
参
宮
の
と
き
に
は
、
二
十
日
寅
の
刻
に
京
を
出
発
し
た
。
「
い
つ
も
御
参
詣
の
時
ハ
、
大
名
近
習
已
下
数
千
人
の

か
ミ
し
も
の
人
数
の
お
ほ
さ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
将
軍
参
宮
の
儀
式
は
非
常
に
晴
れ
晴
れ
し
い
様
子
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
逢
坂

・
大
津

・
栗
津
を
経
、
こ
の
あ
た
り
で
夜
が
明
け
、
ほ
ど
な
く
勢
多
に
到
着
し
た
。
以
前
の
参
宮
の
時
は
大
津
か
ら
八
幡

ま
で
舟
に
乗
っ
た
が
、
今
回
は
徒
歩
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
午
の
は
じ
め
こ
ろ
に
草
津
に
着
き
、
南
近
江
の
守
護
六
角
満
綱
が
こ
こ
で
出
迎
え

た
。
長
親
は
阿
弥
陀
堂
で
休
憩
し
昼
食
を
と
っ
た
。
申
の
刻
に
水
口
に
着
く
が
、
こ
こ
で
は
京
極
高
数
が
出
迎
え
た
。
こ
の
と
き
の
北
近
江

守
護
は
持
高
で
あ
り
、
高
数
が
守
護
と
な
る
の
は
永
享
十

一
年
で
あ
る
。
持
高
は
幼
年
で
あ

っ
た
た
め
、
後
見
人
で
叔
父
の
高
数
が
対
応
し

た
。
応
永
三
十
年
三
月
の
参
宮
の
際
も
京
極
高
数
が
出
迎
え
、
酒
肴
を
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
前
野
を
通
り
、
近
江
と
伊
勢
の
境
で

あ
る
鈴
鹿
山
を
越
え
、
坂
下
を
通
過
し
、
豊
久
野
、
窪
田
、
部
田
の
浜
を
通
っ
て
安
濃
津
に
着
き
、
念
仏
道
場
に
宿
を
借
り
た
。
こ
れ
が
時

衆
道
場
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
参
宮
直
前
に
念
仏
道
場
に
宿
泊
し
て
忌
ま
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
時
衆
道
場
の
公
算
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。

十
六
世
紀
前
半
成
立
の

『真
盛
上
人
往
生
伝
記
』
に

亦
安
濃
津
西
来
寺
の
西
に
時
衆
の
寺
あ
り
。
光
明
寺
と
号
す
。
彼
の
寺
の
下
女
、
上
人
自
筆
の
名
号
を
所
持
す
。
彼
の
寮
焼
失
す
。
同

じ
く
是
亦
灰
の
中
に
厳
然
と
し
て
之
あ
り
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
光
明
寺
と
い
う
時
衆
道
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
が

『耕
雲
紀
行
』
の
言
う
と
こ
ろ
の

「念
仏
道
場
」

か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
『往
古
過
去
帳
』
の
遊
行
十
五
代
尊
恵

（貞
治
三
年

〈
一
三
六
四
〉
～
永
享
元
年

〈
一
四
二
九
〉
）
条

か
ら
は
、
安
濃
津
に
多
く
の
時
衆
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
も
か
く
、
安
濃
津
は
後
に
西
来
寺
も
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
、
寺
院
も

立
ち
並
ぶ

「都
市
」
で
あ
っ
た
。

応
永
二
十
九
年

（
一
四
三
二
）
九
月
に
義
持
が
参
宮
し
た
際
は
、
十
八
日
草
津
で
の
昼
食
に
北
近
江
守
護
六
角
持
綱
が
、
水
口
で
は
南
近

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
輯

（平
成
十
六
年
三
月
）

江
守
護
京
極
持
高
が
饗
応
し
、
十
九
日
に
は
関
の
新
所
に
北
方

一
揆

・
関
左
馬
助
持
盛

・
雲
林
院

・
加
太
平
三
郎

ｏ
長
野
右
京
亮
満
高
が
集

ま
り
、
番
で
あ
る
長
野

・
雲
林
院
が
昼
食
の
沙
汰
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
八
月
に
義
持
御
台
栄
子
が
参
宮
の
際
は
、
二
十
五
日
に
関
の

新
所
に
関
左
馬
助

・
長
野

・
加
太

・
雲
林
院
が
昼
食
の
沙
汰
の
た
め
や
っ
て
き
て
い
る
。
通
常
で
は
坂
下
で
饗
応
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時

は
新
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
伊
勢
守
護
世
保
持
頼
の
勢
力
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む
た
め
で
あ
ろ
う
。
翌
年
十
二
月
に
は
伊
勢
国
智
積

御
厨
の
代
官
不
法
改
易
に
つ
い
て
、
守
護
で
は
な
く
関
左
馬
助

・
長
野
右
京
亮
宛
に
管
領
奉
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
。
饗
応
場
所
か
ら
遠
く

離
れ
た
国
人
も
集
め
ら
れ
、
坂
下
よ
り
も
広
く
関
氏
の
根
拠
地
で
あ
る
新
所
で
饗
応
が
行
わ
れ
た
が
、
世
保
氏
が
逐
電
し
た
後
は
再
び
坂
下

で
饗
応
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
饗
応
の
体
制
は
、
義
満
が
参
宮
し
た
応
永
九
年

（
一
四
〇
二
）
三
月
に
安
濃
津
で
伊
勢
守
護
土
岐
大
膳
大
夫
入
道

（康
行
）
が

一
献
を
構
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
参
宮
が
行
わ
れ
る
の
と
同
時
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
単
に
将
軍

が
来
た
こ
と
に
よ
る
義
務
か
ら
で
は
な
く
、
饗
応
を
行
う
こ
と
に
よ
る
利
権
の
創
出
、
す
な
わ
ち
領
国
支
配
の
正
当
性
を
将
軍
か
ら
認
め
て

も
ら
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
饗
応
し
て
い
る
の
は
、
守
護
家
だ
け
で
は
な
く
、
北
方

一
揆

・
関
氏

・
雲
林
院
氏

・

加
太
氏

・
長
野
氏
な
ど
、
守
護
の
介
入
を
許
さ
な
い
政
治
空
間
を
構
築
し
て
い
た
地
域
権
力
で
あ
り
、
応
永
二
十
九
年
の
饗
応
以
降
、
北
伊

勢
の
勢
力
地
図
が
ぬ
り
か
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

京
都
か
ら
伊
勢
に
至
る
場
合
、
公
卿
勅
使
や
斎
王
な
ど
は
現
在
の
関
町
古
厩
よ
り
楠
原

・
椋
本
を
通
り
、
安
濃
川
に
沿

つ
て
南
下
し
、
津

市
西
郊
の
殿
村
に
所
在
す
る
字
本
馬
領
付
近
に
比
定
さ
れ
る
市
村
駅
に
至
っ
た
。
志
登
茂
川
に
沿

つ
て
豊
久
野
を
通
る
ル
ー
ト
が
用
い
ら
れ

る
の
は
、
『耕
雲
紀
行
』
が
史
料
上
初
め
て
で
あ
り
、
以
後
将
軍
参
宮
の
際
に

一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
『康
富
記
』
応

永
二
十
九
年

（
一
四
三
二
）
四
月
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
原
康
富
が
参
宮
し
た
際
も
、
坂
下
か
ら
窪
田
を
通
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

こ
と
か
ら
、
他
の
参
宮
者
も
安
濃
川
沿
い
の
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
豊
久
野
を
通
る
近
代
に
な
っ
て
伊
勢
別
街
道
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
を
と
つ

た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
れ
は
、
安
濃
津
の
発
展
に
と
も
な
い
、
安
濃
津
に
宿
泊
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
ル
ー
ト
変
更
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『耕
雲

紀
行
』
で
は
、
で
」
ゝ
ハ
こ
の
国
の
う
ち
の

一
都
会
に
て
封
彊
も
ひ
ろ
く
、
家
の
か
す
も
お
ほ
く
て
、
い
と
ミ
と
こ
ろ
あ
り
」
の
よ
う
に
、

安
濃
津
は
伊
勢
国
内
に
お
け
る

「都
会
」
で
広
く
開
け
て
お
り
、
多
数
の
家
が
建
ち
並
び
見
所
も
多

い
と
記
し
て
い
る
。
『宗
長
日
記
』
大

永
二
年

（
一
五
三
二
）
条
に
よ
る
と
、
安
濃
津
を
訪
れ
た
連
歌
師
宗
長
は
、
明
応
の
地
震
に
よ
り

「此
津
十
余
年
以
来
荒
野
と
な
り
て
、
四

・

五
千
軒
の
家

・
堂
塔
跡
の
み
。
浅
茅

・
蓬
が
柚
、
誠
に
鶏
大
は
み
え
ず
、
鳴
鳩
だ
に
稀
な
り
」
と
荒
廃
し
た
状
況
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ

に
よ
り
地
震
以
前
は
非
常
に
に
ぎ
わ

つ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『耕
雲
紀
行
』
に
よ
る
と
、
安
濃
津
で
は
土
岐
世
保

（康
政
）
が
御
儲
を
営
ん
で
お
り
、
伊
勢
国
で
伊
勢
守
護
が
将
軍

一
行
を
饗
応
す
る

の
は
安
濃
津
で
あ

っ
た
。
『満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
十
三
年
九
月
十
七
日
条
で
は
、
義
政
参
宮
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

管
領
今
日
勢
州
下
向
云
々
、
来
廿
日
公
方
様
御
参
宮
之
間
、
於
二
阿
野
津
一御

一
献
等
用
意
等
用
意
為
云
々
、
守
護
初
欺
、

管
領
畠
山
満
家
は
応
永
三
十
三
年
に
伊
勢
守
護
に
な

っ
て
以
来
初
め
て
の
将
軍
饗
応
で
、
在
京
し
て
い
る
伊
勢
北
半
国
守
護
は
将
軍
に
先

立

っ
て
安
濃
津

へ
下
っ
て
準
備
を
整
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
南
半
国
守
護
は
北
畠
氏
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ

の

一
族
木
造
氏
が
将
軍
参
宮
に
同
道
す
る
こ
と
が
常
だ

っ
た
。
安
濃
津
―
京
都
の
ル
ー
ト
は
、
か
な
り
の
交
通
量
が
あ
り
、
為
政
者
に
よ

っ

て
か
な
り
意
識
的
に
整
備
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

『義
持
公
参
宮
記
』
応
永
三
十
年
三
月
二
十
四
日
条
か
ら
は
、
広
橋
兼
宣
が
参
宮
の
際
、
安
濃
津
の

「瓶
子
屋
」
と
号
す
る
宿
屋
に
泊
ま

っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
屋
号
を
も

つ
た
宿
屋
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
『平
家
物
語
』
で
平
忠
盛
を
椰
楡
す
る
言
葉
と
し

て
、

忠
盛
、
御
前
の
め
し
に
ま
は
れ
け
れ
ば
、
人
々
拍
子
を
か

へ
て
、
「伊
勢
平
氏
は
す
が
め
な
り
け
り
」
と
ぞ
は
や
さ
れ
け
る
。
此
人
々

は
か
け
ま
く
も
か
た
じ
け
な
く
、
柏
原
天
皇
の
御
末
と
は
申
な
が
ら
、
中
比
は
都
の
す
ま
ゐ
も
う
と
ノ
＼
し
く
、
地
下
に
の
み
振
舞
な

て
、
い
せ
の
国
に
住
国
ふ
か

ゝ
り
し
か
ば
、
其
国
の
う

つ
は
も
の
に
事
よ
せ
て
、
伊
勢
平
氏
と
ぞ
申
け
る
。

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
輯

（平
成
十
六
年
三
月
）

と
あ
る
よ
う
に
、
伊
勢
と
い
え
ば
、
「
へ
い
じ
」
「す
が
め
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
ほ
ど
、
都
の
人
々
に
と

つ
て
知
ら
れ
た
物
だ

っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
れ
ら

「
へ
い
じ
」
「す
が
め
」
に
相
当
す
る
の
は
、
古
瀬
戸
前
期
の
瓶
子

・
壺
、
あ
る
い
は
常
滑
焼

・
渥
美
製
品
な
ど
に
見
ら

れ
る
鳶
口
壷

・
広
口
瓶

・
水
瓶

・
三
筋
壺
の
類
で
、
伊
勢
で
生
産
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
尾
張

・
三
河
産
陶
器
類
が
伊
勢
を
集
荷
地
と
し

て
京
都
方
面

へ
と
搬
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
場
所
に
立

つ

「瓶
子
屋
」
は
安
濃
津
に
ふ
さ
わ
し
い
屋
号
と
い
え
よ
う
。

安
濃
津
に
は
宿
泊
す
る
場
所
が
何
ヶ
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
人
数
で
参
宮
す
る
場
合
に
簡
便
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
、
伊
勢
参
宮
―
宮
川
を
越
え
て
―

義
持
は
そ
の
後
、
雲
出
川

・
櫛
田
川
を
越
え
、
寒
川

・
野
原

・
岡

・
土
大
仏
を
通
り
、
宮
川
に
至
る
。
宮
川
か
ら
南
は
神
宮
の
領
域
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
渡
る
際
に
械
は
祓
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
宮
川
は
現
在
の
宮
川
で
は
な
く
、
宮
川
分
流
の
清
川
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
宮
川
に
は
舟
橋
が
渡
し
て
あ

っ
た
。
『耕
雲
紀
行
』
で
は
そ
の
様
子
を
、

し
ハ
ら
く
あ
り
て
宮
河
に
つ
く
。
こ
な
た
の
河
原
に
こ
し
を
た
て

ゝ
や
す
ら
ふ
に
、
ふ
な

ハ
し
は
る
か
に
か
け
わ
た
し
て
、
さ
か
ま
く

な
ミ
、
か
け
ま
く
も
か
た
し
け
な
き
神
境
、
信
心
を

ゝ
こ
す
出
家
在
家
、
輿
を
か
き
な
ら

へ
、
馬
を
引
た
て

ゝ
、
そ
の
か
す
を
し
ら
す

な
ミ
ゐ
た
り
。
ミ
な
河
な
ミ
に
お
り
た
ち
て
、
行
水
す
め
り
。
水
を
く
ミ
よ
せ
さ
せ
て
、
手
あ
ら
ふ
程
、
皇
大
神
の
本
誓

二
、
経
児
を

誦
せ
す
、
仏
法
を
い
は
す
、
三
業
を
き
よ
め
て
、　
Ｔ
心
を
た

ゝ
し
く
す
る
の
ミ
な
り
と
い
ふ
。
こ
れ
神
道
に
か
き
ら
す
、
ま
こ
と
に
仏

の

一
字
を
と
け

ハ
、
日
を
け
か
す
こ
と
三
十
年
、
自
然
に
わ
か
宗
に
か
な

へ
り
と
お
ほ
え
て
、

仏
と
も
法
と
も

い
は
し
宮
河
に
す

ゝ
き
て
日
の
と
か
は
き
よ
め
つ

と
記
し
て
い
る
。
参
宮
者
は
み
な
川
縁
に
降
り
た

つ
て
行
水
し
て
身
を
浄
め
た
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り
内
は
仏
教
に
関
す
る
こ
と
を
口
に
す
る

の
も
忌
避
さ
れ
た
。

ま
た
、
『義
持
公
参
宮
記
』
応
永
三
十
年
三
月
二
十
五
日
条
で
は
、
「至
二
宮
河
一於
一一興
前
一行
水
岬
臓
鍼
滓

切
時
、
来
女
進
レ
祓
耐
』
嘲
場
野
ご
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と
記
さ
れ
、
行
水
と
と
も
に
京
都
か
ら
所
持
し
て
き
た
祓
を
河
水
に
流
し
、
械
を
祓

っ
て
い
る
。

応
永
三
十

一
年
十
二
月
の

『室
町
殿
伊
勢
参
宮
記
』
で
は
、

宮
河
を
見
わ
た
し
待
れ
ば
こ

ゝ
か
し
こ
に
人
ノ
＼
な
み
ゐ
た
り
。
此
河
に
て
こ
り
か
く
と
申
事
は
、
さ
し
も
本
説
も
な
き
よ
し
を
、
社

家
の
と
も
が
ら
も
申
侍
る
よ
し
う
け
た
ま
は
り
ぬ
れ
ど
も
、
な
を
塵
労
を
す

ゝ
ぎ
、
心
神
を
き
よ
め
ん
た
め
に
て
ぞ
と
覚
侍
れ
ば
、
入

な
み
に
河
水
を
く
み
て
身
を
き
よ
む
。

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
川
を
渡
る
と
こ
ろ
に
は
参
宮
者
が
そ
こ
か
し
こ
に
い
て
垢
離
を
掻
い
て
身
を
清
め
て
い
る
姿
を
書
き
と
ど
め
て
い

る
。
そ
の
行
為
は
表
面
上
の
汚
れ
を
清
め
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
心
神
を
清
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。

時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
が
、
『遊
行
上
人
縁
起
絵
』
第
九
巻
で
は
、
時
宗
二
祖
他
阿
真
教
が
時
衆
の
徒
を
と
も
な

っ
て
参
宮
し
た
際
の
記
録

と
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

正
安
三
年
十
月
の
比
、
伊
勢
国

へ
入
給
。
同
十

一
月
の
は
じ
め
に
、
櫛
田
の
赤
御
堂
に
逗
留
あ
り
け
る
か
、
此
次
に
太
神
宮

へ
参
詣
す

へ
き
よ
し
の
給
け
る
を
、
凡
当
宮

ハ
僧
尼
参
詣
の
儀
た
や
す
か
ら
さ
る
う

へ
、
如
此
遊
行
多
衆
の
聖
、
宮
中

へ
入
給
事

い
ま
た
其
の
例

な
し
。
且
そ
こ
は
く
の
尼
衆
の
中
に
ハ
、
月
水
等
の
け
か
れ
あ
る
へ
し
。
又
芥
願
人
等
付
し
た
か
ひ
奉
れ
り
。
是
又
宮
中

へ
入
事
禁
制

あ
り
。
か
た
ノ
＼
憚
あ
る
へ
し
な
と
申
輩
侍
け
れ
と
も
、
追
帰
さ
れ
ん
所
ま
て
参

へ
し
と
て
、
芥
願
の
類
を

ハ
宮
河
の
辺
に
と

ゝ
め
を

き
て
、
自
余
の
僧
尼
以
下
ハ
皆
引
具
て
外
宮

へ
詣
給
に
、
敢
て
制
し
奉
人
な
し
。

宮
川
を
渡
る
際
、
尼
の
中
に
は
月
経
に
よ
る
械
が
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
願
病
人
も
伴

っ
て
い
る
の
で
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
願
病
人
だ
け
残
し
て
参
宮
し
て
い
る
。
願
病
人
は
中
世
社
会
に
お
い
て
は
、
械
を
身
に
背
負

っ
た
非
人
と
し
て
差
別
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
姿
態
か
ら

一
見
し
て
非
人
と
わ
か

っ
た
。
そ
の
た
め
願
病
人
だ
け
は
宮
川
の
た
も
と
に
残
し
て
お
く
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
も
、
宮
川
か
ら
南
が
清
浄
な
空
間
で
あ
る
と
の
認
識
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
、
将
軍
参
宮

の
際
も
、
こ
こ
で
械
を
祓
う
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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花
山
院
長
親
は
山
田
に
着
い
て
外
宮
に
詣
で
る
が
、
潔
斎
の
た
め
ま
ず
御
池
の
水
で
手
を
洗
う
必
要
が
あ
っ
た
。
『室
町
殿
伊
勢
参
宮
記
』

で
は
、

ま
づ
御
池
の
水
を
む
す
び
侍
る
ほ
ど
、

契
あ
り
て
む
す
ぶ
御
池
の
み
づ
か
ら
も
と
し
へ
て
神
を
た
の
む
じ
る
し
と

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
外
宮
参
宮
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
、
長
親
は
出
家
の
身
だ
っ
た
た
め
、

れ
い
の
禁
法
な
れ
ハ
、
御
ま
へ
の
鳥
居
の
外
に
て
祈
念
す
。

へ
た
て
し
と
神
の
心
を
た
の
む
か
な
こ
え
ぬ
い
か
き
は
さ
す
か
な
れ
と
も

す
ゑ
の
世
の
い
ま
も
ま
か
れ
る
枝
ハ
な
し
む
か
し
の
た
ね
の
伊
勢
の
神
杉

の
よ
う
に
、
正
宮
の
前
に
進
む
こ
と
は
で
き
ず
、
鳥
居
の
外
お
そ
ら
く
は
二
の
鳥
居
外
で
祈
念
し
て
い
る
。

徳
治
元
年

（
一
三
〇
六
）
か
ら
同
二
年
に
か
け
て
成
立
し
た
後
深
草
院
二
条
の

『と
は
ず
が
た
り
』
で
は
、
正
応
四
年

（
一
二
九

一
）
に

神
宮
参
拝
を
行
う
が
、
そ
の
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

神
館
と
い
ふ
所
に
、　
一
、
二
禰
宜
よ
り
宮
人
ど
も
伺
候
し
た
る
。
墨
染
の
袂
は
憚
り
あ
る
こ
と
と
聞
け
ば
、
い
づ
く
に
て
い
か
に
と
参

る
べ
き
こ
と
と
も
知
ら
ね
ば
、
コ
一の
御
鳥
居

・
御
庭
所
と
い
ふ
辺
ま
で
は
苦
し
か
ら
じ
」
と
言
ふ
。
所
の
さ
ま
、
い
と
神
々
し
げ
な

の
よ
う
に
、
袈
裟
を
着
て
の
参
拝
は
不
可
で
あ
る
と
聞
き
、
ど
こ
で
参
拝
し
た
ら
い
い
か
神
官
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
外
宮
は
二
の
鳥
居
を
入
っ

た

「御
庭
所
」
と
い
う
広
場
ま
で
な
ら
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
と
教
え
ら
れ
た
と
あ
る
よ
う
に
、
僧
侶
が
正
宮
の
前
に
至
る
こ
と
は
基
本
的

に
で
き
な
か
っ
た
。

将
軍
参
宮
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
応
永
三
十
年
三
月
の

『義
持
公
参
宮
記
』
に
よ
る
と
、
義
持
は
二
十
六
日
に
山
田
に
着
き
、
外
宮
八
禰

宜
貞
晴
の
館
を
宿
所
と
し
た
。
将
軍
の
宿
所
は
山
田
の
禰
宜
邸
で
あ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
翌
二
十
七
日
に
出
発
の
際
、
将
軍
御
師
で
祭

一-120-一



主
で
あ
る
大
中
臣
通
直
が
御
祓
を
修
し
、
東
帯
を
着
し
て
騎
馬
で
先
導
す
る
が
、
そ
の
前
に
は
中
間
男
が
二
人
、
将
軍
か
ら
内
外
宮
に
奉
る

た
め
の
金
作
御
飢
を
二
腰
持

っ
て
歩
い
た
。

室
町
時
代
に
は
、
石
清
水
八
幡
宮

・
北
野
社

・
祇
園
社
な
ど
に
は
将
軍
の
祈
祷
を
す
る
た
め
の
御
師
が
存
在
し
た
。
足
利
将
軍
家
の
太
神

宮
御
師
職
が
確
認
さ
れ
る
最
も
古
い
史
料
は
、
こ
の

『義
持
公
参
宮
記
』
で
、
以
後
散
見
さ
れ
る
。

室
町
時
代
の
年
中
行
事
と
し
て
、
正
月
十

一
日
に
将
軍
は
太
神
宮
御
師
と
対
面
す
る
ほ
か
、
他
の
月
は

一
日
に
対
面
し
、
御
師
は
祓
を
持

参
し
将
軍
の
立
鳥
帽
子
の
上
に
祓
を
頂
戴
さ
せ
、
申
次
が
祓
を
持
っ
て
退
出
す
る
と
御
師
が
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
将
軍
参
宮
や
祈
祷
の
際
に
、

御
師
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
祭
主
と
そ
の
子
弟
で
あ
っ
た
。

『義
持
公
参
宮
記
』
や
義
教
参
宮
の
と
き
の

『建
内
記
』
嘉
吉
元
年

（
一
四
四

一
）
三
月
二
十
七
日
条
に
よ
る
と
、
行
列
は
、
御
師
、
殿

上
人
お
よ
び
そ
の
随
身
、
諸
大
夫
、
番
頭
六
人
、
布
衣
侍
六
人
、
興
に
乗
っ
た
将
軍
、
公
卿
お
よ
び
そ
の
随
身
、
武
家
近
習
の
輩
の
順
で
あ
っ

た
。
将
軍
以
外
の
人
々
は
外
宮
の
鳥
居
前
で
下
馬
し
、
鳥
居
の
下
で
御
祓
を
し
た
。

ま
た
、
両
宮
参
宮
の
様
子
は
、
『氏
経
神
事
記
』
嘉
吉
元
年
三
月
二
十
六
日
条
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

雨
、
公
方
御
参
宮
、
瑞
籠
御
門
ヲ
被
レ
開
、
二
五
六
七
予
十
衣
冠
、
自
二
北
御
門
一参
、　
一
神
主
家
二
伝
二
御
祈
祷
料
所
一在
レ
之
、
然
之

間
於
二御
輿
宿
之
際
一御
祓
被
レ進
、
傷
束
帯
直
二
自
二南
御
門
一被
レ参
、
御
殿
ノ
西
南
上
東
面
、
眸
据
、
三
神
主
同
御
祈
祷
料
所
在
レ
之
、

於
■
一鳥
居
一御
祓
ヲ
被
レ進
、
東
帯
、
依
レ為
二老
体
一内
院
二
不
レ参
退
出
、
公
方
様
自
二
南
鳥
居
一御
参
、
前
陣
宮
司
東
帯
、
共
侍

一
人

布
衣
、
東
ノ
方
二
眸
据
、
次
御
師
束
帯
、
共
布
衣
、
西
方
二
眸
据
、
公
方
奉
物
ノ
金
太
刀
ヲ
所
持
、
次
公
方
様
裾
ヲ
引
テ
御
拝
八
度
歎
、

公
卿
殿
上
人
大
明
近
□
以
下
ハ
皆
御
門
ノ
外
祗
候
、
同
日
今
出
川
殿
御
参
宮
、
北
ノ
御
門
ヲ
被
レ
開
、

将
軍
参
宮
の
際
は
、
瑞
垣
御
門
が
開
か
れ
、
金
作
御
剣
を
奉
納
し
た
。
当
時
の
社
殿
に
は
外
玉
垣
や
板
垣
な
ど
は
な
く
、　
一
般
の
参
詣
者
は

内
玉
垣
南
御
門
前
で
土
座
礼
を
行

っ
た
。
そ
れ
に
比
し
て
将
軍
の
場
合
は
、
公
卿

・
殿
上
人
な
ど
の
輩
が
み
な
瑞
垣
御
門
の
外
で
祗
候
し
て

い
る
間
、
正
殿
の
前
ま
で
進
ん
で
八
度
拝
を
行

っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
正
員
禰
宜
が
眸
据
し
て
い
た
。
文
正
元
年

（
一
四
六
六
）
三
月

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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二
十
日
の
義
政
参
宮
の
際
は
、
『氏
経
神
事
記
』
に
よ
る
と
、
大
雨
だ
っ
た
た
め
義
政
は
瑞
垣
御
門
下
に
て
八
度
拝
を
し
て
い
る
。

将
軍
が
大
刀

・
飢
を
奉
納
す
る
の
は
、
尊
氏
以
来
通
例
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
遡
る
と
、
コ
ロ妻
鏡
』
文
治
二
年

（
一
一
八
六
）
三
月

十
五
日
条
で
は
、
源
義
経
が
参
宮
し
、
所
願
成
就
の
た
め
に
、
度
々
の
合
戦
の
際
に
帯
び
て
い
た
金
作
飢
を
奉
納
し
た
り
、
コ
ロ妻
鏡
』
文

治
三
年
正
月
二
十
日
条
で
は
、
征
夷
大
将
軍
源
頼
朝
は
、
義
経
反
逆
を
平
定
す
る
た
め
の
祈
祷
を
神
宮
に
依
頼
す
る
が
、
そ
の
際
、
合
鹿
大

夫
光
生
を
使
と
し
て
、
神
馬

・
砂
金
と
と
も
に
、
御
飢
二
腰
を
奉
納
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
武
士
に
と
っ
て
飢
を
奉
納
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
身
を
捧
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
神
宮
を
非
常
に
崇
敬
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
外
宮
参
宮
が
終
わ
る
と
、
将
軍
は
再
び
輿
に
乗
り
、
祭
主
に
導
か
れ
て
内
宮
に
向
か
い
、
外
宮
と
同
様
に
飢
を
奉
納
し
て
八
度

拝
を
行
う
。
そ
し
て
、
両
宮
の
参
拝
が
終
わ
る
と
宿
所
で
あ
る
禰
宜
邸
に
戻
り

一
泊
し
、
翌
日
京
都
に
向
か
っ
て
出
立
す
る
と
い
う
の
が
通

例
で
あ
る
。
義
満
は
京
都
へ
の
帰
り
道
、
長
谷
に
寄

っ
た
り
し
て
い
る
が
、
帰
り
も
同
じ
道
を
た
ど
っ
て
戻
る
こ
と
が
普
通
で
あ
っ
た
。

『耕
雲
紀
行
』
で
は
、
宮
川
を
渡
っ
た
後
、
斎
宮
跡
を
通
り
、
雲
津
川
の
ほ
と
り
の
星
逢
、
綾
蘭
笠
を
通
り
、
再
び
安
濃
津
の
道
場
で
宿

し
、
関
の
三
つ
子
塚
を
通
り
、
近
江
の
水
口
に
泊
ま
り
、
石
山
寺
に
詣
で
、
逢
坂
を
越
え
、
京
都
に
戻
っ
た
。
帰
り
の
道
中
で
は
、
行
き
の

よ
う
に
身
を
清
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

将
軍
は
伊
勢
か
ら
戻
る
と
、
精
進
屋
に
行
き
、
風
呂
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
無
事
に
参
宮
が
済
ん
だ
御
祝
と
し
て
、
公
卿
ら
が
群
参
し
、

太
刀
を
献
じ
、　
一
献
が
あ
り
、
申
楽
や
連
歌
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
日
に
は
護
持
僧
が
御
所
に
参
り
将
軍
と
対
面
し
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
将
軍
参
宮
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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可

お

わ

り

に

足
利
将
軍
の
伊
勢
参
宮
は
、
出
発
前
精
進
屋
で
の
忌
み
籠
も
り
や
参
宮
道
中
に
お
け
る
日
々
の
潔
斎
な
ど
、
お
そ
ら
く
は
院
政
期
上
皇
に

よ
る
熊
野
詣
を
参
考
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
熊
野
詣
と
は
異
な
り
、
七
日
間
前
後
と
短
い
期
間
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
道
も
比
較
的
平
坦
で

あ
る
の
で
、
肉
体
的
に
も
金
銭
的
に
も
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
熊
野
詣
が
現
世
利
益
や
後
生
安
穏
な
ど
の
信
仰
面
が
強
い
の

に
対
し
、
将
軍
参
宮
の
場
合
は
、
政
治
的
意
味
合
い
が
大
き
い
。

足
利
将
軍
参
宮
を
う
け
て
、
有
力
者

・
高
位
者
の
参
宮
が
開
始
さ
れ
、
足
利
家
の
家
臣
山
名

・
一
色

・
武
田

・
細
川

・
畠
山
の
諸
氏
も
将

軍
の
参
拝
に
な
ら

つ
て
参
拝
を
行
喫
、
国
人
層

・
地
侍
層
に
ま
で
広
が

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な

っ
て
街
道
の
整
備
や
関
所
の
停
止
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
参
宮
者
の
増
加
に
寄
与
し
た
。

室
町
初
期
に
作
成
さ
れ
た

『鑑
嚢
砂
』
に
、
「和
国
に
生
を
受
く
る
人
、
伊
勢
神
宮

へ
参
詣
す
べ
き
事
勿
論
」
と
あ
り
、
庶
民
に
と

っ
て

も
伊
勢
参
宮
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
す
で
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
ル
イ
ス

・
フ

ロ
イ
ス
は
、
「
同
所

（神
宮
）
に
行
か
ざ
る
者
は
、
人
間
の
数
に
加

へ
ら
れ
ぬ
と
思

つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」
と
、
広
く
貴
賤
の
間
で
参
宮

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
御
師
の
活
動
や
伊
勢
講
の
展
開
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
も
将
軍
参
宮
を
契
機
と

し
て
、
次
第
に
庶
民
ま
で
参
宮
を
行
う
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
天
照
大
神
が
日
本
の
鎮
守
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
社
会
全
体
に
広
が
り
、
神
宮
側
は
し
き
り
に
取
り
締

ま
ろ
う
と
す
る
も
の
の
、
病
気
直
し
な
ど
の
神
と
し
て
伊
勢
の
神
が
流
行
神
と
な

っ
て
祀
ら
れ
、
神
明
社
が
各
地
に
急
速
に
広
が

っ
て
い
っ

た
。
こ
の
時
期
伊
勢
信
仰
は
急
速
に
大
衆
化
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
義
持
参
宮
の
具
体
的
側
面
を
中
心
に
述
べ
た
が
、
足
利
将
軍
に
と

っ
て
伊
勢
参
宮
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
の

か
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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［注
］

（１
）

『群
書
類
従
』
神
祇
部

（２
）

『群
書
類
従
』
神
祇
部

（３
）
萩
原
龍
夫

『中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
笙
口
川
弘
文
館
、　
一
九
六
二
年
）
四
九
五
頁
。

（４
）

『長
寛
勘
文
』
亀
群
書
類
従
』
雑
部
）

（５
）
頼
朝
と
神
宮
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
純

一
『中
世
伊
勢
神
道
の
研
究
』
（続
群
書
類
従
完
成
会
、　
一
九
九
八
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（６
）

『大
日
本
史
料
』
六
―

一
〇
貞
和
三
年
十
月
二
十
六
日
条
。
『大
神
宮
叢
書
　
神
宮
参
拝
記
大
成
』
に
も
所
収
。

（７
）
二
木
謙

一
「足
利
将
軍
の
大
神
宮
参
詣
」
亀
瑞
垣
』

一
〇
九
、　
一
九
七
六
年
）

（８
）
恵
良
宏

「足
利
義
満
と
神
宮
」
亀
瑞
垣
』

一
七
三
、　
一
九
九
六
年
）。
以
下
の
願
文
も
こ
の
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（９
）
今
谷
明

『室
町
の
王
権
』
（中
央
公
論
社
、　
一
九
九
〇
年
）
八
六
頁
。

（１０
）
村
尾
元
忠

「足
利
義
持
の
神
仏
依
存
傾
向
」
（安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
会
編

『中
世
日
本
の
諸
相
　
下
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
九
年
）

（Ｈ
）

『神
道
大
系
』
文
学
編
参
詣
記

（神
道
大
系
編
纂
会
、　
一
九
八
四
年
）
所
収
。
『大
神
宮
叢
書
　
神
宮
参
拝
記
大
成
』
（神
宮
司
庁
、　
一
九
三
七
年
）

に
も
所
収
。

（‐２
）

『神
道
大
系
』
文
学
編
参
詣
記
所
収
。
『大
神
宮
叢
書
　
神
宮
参
拝
記
大
成
』
に
も
所
収
。

（‐３
）

『大
神
宮
叢
書
　
神
宮
参
拝
記
大
成
』
所
収
。
『続
群
書
類
従
』
紀
行
部
に
も
所
収
。

（‐４
）
萩
原
龍
夫
前
掲
書
、
五
九
〇
頁
。

（‐５
）

『看
聞
日
記
』
応
永
二
十
七
年
九
月
八
日
条
、
『康
富
記
』
『師
郷
記
』
同
年
九
月
九
日
条
。

（‐６
）
新
城
常
三

『新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
（塙
書
房
、　
一
九
八
二
年
）
四

一
三
頁
。

（‐７
）
こ
の
時
期
の
護
持
僧
に
つ
い
て
は
、
森
茂
暁

「室
町
時
代
の
五
壇
法
と
護
持
僧
―
足
利
義
持

・
同
義
教
期
を
中
心
に
―
」
亀
芸
林
』
五
二
―

一
、

二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

（‐８
）

『氏
経
卿
引
付
』
五
―

一
一
七

（コ
一重
県
史
資
料
編
中
世

一
上
し

（‐９
）

『氏
経
卿
引
付
』
五
―

一
一
八

（コ
一重
県
史
資
料
編
中
世

一
上
し

（２０
）
将
軍
出
行
の
際
の
乗
物
に
つ
い
て
は
、
二
木
謙

一
「足
利
将
軍
の
出
行
と
乗
物
」
（小
川
信
先
生
の
古
希
記
念
論
集
を
刊
行
す
る
会
編

『日
本
中
世
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政
治
社
会
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、　
一
九
九

一
年
）
に
詳
し
い
。

（２‐
）

『耕
雲
紀
行
』
の
注
釈
と
し
て
、
稲
田
利
徳

「
『耕
雲
紀
行
』
注
釈

（
一
）
～

（五
と

（『岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
』

一
〇
五
～

一
〇
九
、

一
九
九
七
～
八
年
）
が
あ
る
。

（２２
）
金
井
清
光

「真
教
の
遊
行
と
時
衆
の
展
開
」
亀
時
衆
教
団
の
地
方
展
開
』
東
京
美
術
、　
一
九
八
三
年
）

（２３
）
引
用
は
天
台
真
盛
宗
宗
学
研
究
所
編

『真
盛
上
人
往
生
伝
記
』
（天
台
真
盛
宗
宗
学
研
究
所
出
版
部
、　
一
九
七
二
年
）
に
よ
る
。

（２４
）
金
井
氏
前
掲
論
文
。

（２５
）

『花
営
三
代
記
』
応
永
二
十
九
年
九
月
条

（２６
）

『花
営
三
代
記
』
応
永
二
十
九
年
八
月
条

（２７
）
稲
本
紀
昭

「関
氏
関
係
史
料
集
成
」
亀
史
跡
正
法
寺
山
荘
跡
発
掘
調
査

ｏ
整
備
報
告
　
昭
和
６０

。
６‐
年
度
』
関
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
）
、

『美
里
村
史
』
（美
里
村
、　
一
九
九
四
年
）

（２８
）

『吉
田
家
日
次
記
』
応
永
十
年
十
月
二
十
五
日
条

（『大
日
本
史
料
』
七
―
六
）

（２９
）
矢
田
俊
文

「室
町

・
戦
国
時
代
と
北
畠
氏
」
亀
伊
勢
北
畠
氏
と
中
世
都
市

ｏ
多
気
』
（美
杉
村
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇

一
年
）

（３０
）
岡
田
登

「伊
勢
国
市
村
駅
家
所
在
地
考
」
亀
皇
學
館
論
叢
』

一
三
―
六
、　
一
九
八
〇
年
）

（３‐
）
平
松
令
三

「伊
勢
別
街
道
の
歴
史
的
特
性
」
亀
大
和
街
道

・
伊
勢
別
街
道

・
伊
賀
街
道
―
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
―
』
三
重
県
教
育
委
員
会
、

一
九
八
三
年
）

（３２
）
安
濃
津
に
関
し
て
は
、
伊
藤
裕
偉

「中
世
安
濃
津
の
交
通
路
と
物
流
」
Ｔ
一鬼
清

一
郎
編

『織
豊
期
の
政
治
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
三
〇
〇
〇
年
）

を
は
じ
め
と
し
た
伊
藤
氏
の
一
連
の
研
究
が
参
考
に
な
る
。

（３３
）
伊
藤
裕
偉
前
掲
論
文

（３４
）
西
山
克

「豊
受
大
神
宮
遠
四
至
」
亀
道
者
と
地
下
人
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
七
年
）

（３５
）
宮
次
男

・
角
川
源
義
編

『遊
行
上
人
縁
起
絵
』
（角
川
書
店
、　
一
九
七
九
年
）

（３６
）

『と
は
ず
が
た
り
』
〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
〉
（岩
波
書
店
、　
一
九
九
四
年
）

（３７
）
神
宮
の
御
師
職
に
つ
い
て
は
、
芝
本
行
亮

「太
神
宮
御
師
職
と
大
中
臣
氏
」
亀
神
道
史
研
究
』
四
九
―
三
、
二
〇
〇

一
年
）
に
詳
し
い
。

（３８
）
樋
口
元
巳

「室
町
将
軍
の
三
百
六
十
日

（
一
）
～

（四
と

（『神
戸
商
船
大
学
紀
要
文
化
論
集
』
四
四
～
四
七
、　
一
九
九
五
～
九
八
年
）

足
利
義
持
の
伊
勢
参
宮
　
（山
田
）
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皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
紀
要
　
第
二
十
輯

（平
成
十
六
年
三
月
）

（３９
）
岡
田
荘
司

「中
世
の
大
中
臣
祭
主
家
」
（藤
波
家
文
書
研
究
会
編

『大
中
臣
祭
主
藤
波
家
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、　
一
九
九
三
年
）

（４０
）

『南
方
紀
伝
』
に
、
嘉
吉
元
年
三
月
二
十
日
、
義
教
参
宮
の
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
将
軍
参
宮
に
は

政
治
的
意
図
も
あ
っ
た
。

大
雨
降
る
、
物
怪
あ
り
、
ま
づ
輿
に
入
ら
る
ゝ
飢

（髪
切
、
袋
に
入
）
あ
や
ま
り
て
異
物
な
り
、
草
つ
に
こ
れ
を
見
付
て
驚
き
、
飯
尾
肥
前
守
を
都
に

か
へ
し
誠
の
剣
を
と
り
よ
す
る
、
水
口
に
至
り
て
是
を
奉
る
、
此
太
刀
将
軍
家
常
に
身
を
放
ち
給
は
ず
、
是
を
忘
る
ゝ
事
い
ぶ
か
し
、
将
軍
参
宮
後
勢

州
の
堺
目
を
改
ら
る
、
将
軍
此
度
参
宮
の
内
意
は
、
国
司
も
し
義
昭
僧
正
を
か
く
し
、
逆
臣
あ
る
欺
を
う
か
ゞ
ひ
、
し
か
ら
ば
自
身
国
司
を
退
治
せ
ん

た
め
な
り
、

（４‐
）
宮
地
直

一
『神
道
史
』
下
巻

（
一
）
（理
想
社
、　
一
九
六
三
年
）
附
録

「神
道
史
講
義
案
」
第
二
章
第
四
節
。

（４２
）
大
西
源

一
『参
宮
の
今
昔
』
（神
宮
文
庫
、　
一
九
五
六
年
）
八

一
～
八
八
頁
。

（４３
）
瀬
田
勝
哉

「伊
勢
の
神
を
め
ぐ
る
病
と
信
仰
」
亀
洛
中
洛
外
の
群
像
』
平
凡
社
、　
一
九
九
四
年
）
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